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  実施計画について 

 

（１）実施計画の位置付け・計画期間について 

 

実施計画は、総合計画に掲げる将来像「ひと まち 自然 生活快適都市 ひらつか」の実現に向け

て、市民と市が手を携え、創造力を発揮し、地域力・市民力を活かした持続可能な、平塚の新しいま

ちづくりを進めるため、本市が重点的に実施する事業を定めたものです。 

社会経済情勢の変化や市民ニーズの多様化に迅速に対応するため、行政評価の結果を踏まえた見直

しを毎年行うこととし、計画期間は向こう３か年を見据えたものとしています。 

 平成２７年度版実施計画の３か年目となる平成２９年度は、基本構想の計画期間を超過しますが、

施策や事業の実施に計画性を示すことができると考え、これまでの実施計画と同様に３か年の計画と

し、平成２９年度までを計画期間としています。 

 

 

❖実施計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖位置付けイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市総合計画 

生活快適・夢プラン 

  

  

  

基本構想 本市の将来像や基本目標のほか、これらを達成するた

めの方針について体系的に定める。 

基本計画 
基本構想を踏まえ、市民と市の役割、成果指標などの

具体的な取組について定める。 

実施計画 
基本構想、基本計画に基づき、本市が重点的に実施す

る事業を定める。 

２ 

将来像 基本目標 達成方針 実施計画事業 基本施策 個別施策 

個別施策 

個別施策 

基本施策 

実施計画事業 

実施計画事業 

実施計画事業 

基本目標 

実施計画 

達成方針 

基本計画 

基本構想 
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❖計画期間   

年度（平成） 

計画名等 
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 

基本構想 
  

基本計画 
              

第１次実施計画 
策定時の計画を

変更しない 
           

平成２２年度版実施計画 

行政評価の結果

を踏まえ、毎年

度計画を見直す 

           

平成２３年度版実施計画            

平成２４年度版実施計画            

平成２５年度版実施計画            

平成２６年度版実施計画            

平成２７年度版実施計画            

 

❖基本目標 

基本構想、基本計画に掲げる基本目標は次の５つです。 

 

基本目標１【よろこびにあふれるひと】豊かな心をはぐくみ、よろこびとふれあいにあふれたまち 

基本目標２【支え合うコミュニティ】 子育て、長寿を楽しみ、安心していきいきと暮らせるまち 

基本目標３【やすらげる環境】    人と自然が調和した、やすらぎのあるまち 

基本目標４【地力を伸ばす産業】   活力とにぎわいに満ちたまち 

基本目標５【安全・快適なまち】   安全で、みんなが快適に暮らせるまち 

 

 

（２）実施計画の進行管理について 

 

実施計画事業の着実な展開を図るとともに、市民

に対する説明責任を果たすため、行政評価（実施計

画事業評価）を実施し、活動指標や成果指標による

評価や課題分析などを行い、効率的・効果的な進行

管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan 

事業の目的の 

明確化 

何をどのような状態

にするのかを明確に

し、計画する。 

Do 

事業の実施 

計画に基づき事業を

実施する。 

Action 

事業の改善 

評価に基づき改善を

図る。 

Check 

事業の評価 

計画に基づき、成果

指標や活動指標によ

る評価を行う。 

改訂基本計画 改訂基本計画 
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（３）実施計画事業の見方について 

 

実施計画事業の計画内容について、施策体系順に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※計画事業費における表記説明 

「０」…事業費を要しない事業 

「―」…実施する内容がない場合 

「未定」…平成２７年度版実施計画策定段階で、算定が困難な事業 

事業に関連す

る施策を表し

ています。 

【事業内容】 

各年度に実施

する事業内容

を表していま

す。 

実施する内容

が な い 場 合 、

「－」で表して

います。 

【計画事業費】 

各年度に実施

する事業内容

に要する事業

費を表してい

ます。（※） 

【指標】 

事業を実施するにあたり、指標及び目標値を設定し、これに基づく評価を翌年度に行います。 

翌年度の評価に用いないものは、「－」で表しています。 

 

活動指標：どのような活動を行うのか、どのようなサービスを市民に提供するのか等 

     行政が行う活動量を表す指標 

成果指標：実際に行う活動や提供するサービスの結果、どのような効果をどれだけあげることができ

るのかを表す指標 

事業名 担当課 

無形文化財保存事業 社会教育課 

事業の概要 

郷土芸能の継承と後継者の育成を図るため、活動発表の場である民俗芸能まつりを開催するほか、その

保存に必要な活動支援等を行います。 

事業内容 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

民俗芸能まつりの開催、無形

文化財保存伝承団体への支援 

民俗芸能まつりの開催、無形

文化財保存伝承団体への支援 

民俗芸能まつりの開催、無形

文化財保存伝承団体への支援 

計画事業費 882 千円 882 千円 882 千円 

活動指標① 民俗芸能まつりの開催回数 単位 回 

 説明・ 

算定式 

 平成27年度 平成 28 年度 平成29年度 

1 1 1 

活動指標② 人形浄瑠璃芝居保存団体数 単位 団体 

 説明・ 

算定式 

 平成27年度 平成 28 年度 平成29年度 

3 3 3 

成果指標① 民俗芸能まつり参加団体数 単位 団体 

 説明・ 

算定式 

 平成27年度 平成 28 年度 平成29年度 

5 5 5 

成果指標② 民俗芸能まつり来場者数 単位 人 

 説明・ 

算定式 

 平成27年度 平成 28 年度 平成29年度 

400 400 400 

 



 

 

 


